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〔
論
文
要
旨
〕 

軍
隊
の
対
内
的
機
能
と
国
内
の
治
安
維
持
―
明
治
・
大
正
期
の
災
害
対
応
を
中
心
に
― 

吉
田 

律
人 

 
 

 

 

一 

問
題
意
識
と
課
題 

国
内
の
治
安
維
持
に
お
い
て
、
軍
隊
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
か
。
本
稿
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
敗
戦
以
前
、
平
時
に
お
け
る
最

大
の
危
機
で
あ
っ
た
関
東
大
震
災
と
、
そ
の
前
後
の
軍
事
的
空
間
の
変
化
を
見
据
な
が
ら
、
軍
事
法
制
の
変
遷
や
、
暴
動
及
び
災
害
へ
の
対
応
事
例
、
さ
ら
に

軍
隊
と
国
民
、
他
の
行
政
機
関
と
の
関
係
な
ど
を
複
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
明
治
・
大
正
期
の
軍
隊
の
対
内
的
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

明
治
維
新
以
降
の
近
代
日
本
は
、
国
内
の
安
定
を
如
何
に
維
持
し
て
き
た
の
か
。
国
内
で
暮
ら
す
人
々
が
安
定
し
た
経
済
活
動
を
行
い
、
か
つ
平
穏
な
日
々

を
過
ご
す
に
は
、
第
一
に
日
常
の
安
全
が
国
家
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
は
様
々
だ
が
、
国
内
で
発
生
す
る
暴
動
や
災

害
な
ど
の
非
常
事
態
に
対
し
、
物
理
的
に
対
処
す
る
の
は
、
警
察
や
消
防
、
軍
隊
な
ど
の
実
力
を
行
使
す
る
機
関
で
あ
る
。
特
に
軍
隊
の
存
在
は
大
き
く
、
最

終
的
な
治
安
維
持
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
行
為
に
代
表
さ
れ
る
対
外
的
機
能
と
異
な
り
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能

は
、
暴
動
鎮
圧
の
側
面
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
体
系
的
な
分
析
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
軍
隊
の
本
務
は
外
敵
へ
の
備
え
で
あ
り
、
ま
た
、
国
家
権
力
の
「
暴

力
装
置
」
で
あ
る
軍
隊
が
反
抗
的
な
民
衆
を
弾
圧
す
る
の
は
自
明
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

だ
が
、
国
内
の
非
常
事
態
は
、
人
為
的
な
暴
動
だ
け
で
な
く
、
火
災
や
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
も
含
ん
で
い
る
。
軍
隊
は
災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
臨
み
、
ま
た
、
如
何
な
る
対
応
を
と
っ
た
の
か
。
従
来
の
研
究
は
災
害
時
の
軍
隊
の
活
動
に
つ
い
て
等
閑
に
付
し
て
き
た
。
こ
の
部
分
の
解
明
は
、
近
代

以
降
の
軍
隊
の
性
格
を
捉
え
直
す
と
と
も
に
、
今
日
の
防
災
政
策
を
考
え
る
上
で
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
災
害
に
対
す
る
軍
隊
の
役
割
に
焦

点
を
あ
て
な
が
ら
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
を
総
体
的
に
把
握
し
て
い
く
。
そ
れ
と
同
時
に
、
軍
隊
の
存
在
を
中
心
に
、
近
代
日
本
の
治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
次
に
掲
げ
る
五
つ
の
分
析
視
角
か
ら
検
証
作
業
を
進
め
る
。 

第
一
は
民
衆
（
＝
国
民
）
や
地
域
社
会
に
対
す
る
軍
隊
側
の
論
理
で
あ
る
。
民
衆
史
研
究
の
文
脈
で
は
、
軍
隊
を
国
家
権
力
の
「
暴
力
装
置
」
と
い
う
前
提
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で
捉
え
、
近
代
日
本
の
軍
事
を
民
衆
と
「
天
皇
制
軍
隊
」
と
の
対
立
構
図
に
単
純
化
し
て
き
た
が
、
戦
前
の
軍
隊
が
徴
兵
制
度
に
よ
っ
て
成
り
立
て
い
た
点
を

考
え
れ
ば
、
民
衆
や
地
域
社
会
こ
そ
が
軍
隊
の
存
立
基
盤
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
民
衆
に
対
す
る
実
力
行
使
は
、
存
立
基
盤
を
自
ら
の
手
で
破
壊
す
る
危
険
性

を
孕
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
点
を
意
識
し
な
が
ら
軍
隊
側
の
論
理
や
構
造
を
分
析
す
る
。 

第
二
は
国
外
で
は
な
く
、
国
内
に
む
か
う
軍
事
力
、
ま
た
、
中
央
で
は
な
く
、
地
方
に
む
か
う
論
理
の
実
態
解
明
で
あ
る
。
軍
事
史
研
究
の
文
脈
に
お
い
て

軍
隊
、
特
に
そ
れ
を
動
か
す
軍
部
は
、
戦
争
を
遂
行
す
る
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
央
の
政
治
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
と
し
て
分
析
さ
れ
て
き
た
。
一

方
、
徴
兵
制
や
在
郷
軍
人
会
の
研
究
を
除
き
、
軍
隊
が
地
域
レ
ベ
ル
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
等
閑
に
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
の
論
点
と

も
重
な
る
が
、
陸
軍
中
央
は
軍
備
を
維
持
す
る
た
め
、
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
き
た
の
か
、
軍
隊
の
存
在
を
捉
え
直
す
上
で
も
、
こ
の
点
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
戦
時
や
非
常
時
の
状
況
を
相
対
化
す
る
に
は
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
平
時
の
状
況
を
し
っ
か
り
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
末
端
部
隊
の
所
在
す
る
地
域
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
平
時
に
お
け
る
軍
隊
の
存
在
を
捉
え
て
い
き
た
い
。 

第
三
は
軍
隊
と
警
察
、
さ
ら
に
消
防
と
の
関
係
の
明
確
化
で
あ
る
。
戒
厳
令
の
適
用
に
よ
っ
て
軍
隊
に
司
法
権
と
地
方
行
政
権
が
移
管
さ
れ
る
が
、
そ
の
時

に
警
察
や
消
防
の
権
限
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
そ
も
そ
も
警
察
と
軍
隊
の
機
能
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
一
般
的
に
軍
隊
は
外
側
に
、
警
察
は
内
側

に
む
か
う
存
在
と
さ
れ
る
が
、
軍
隊
の
機
能
が
国
内
に
も
む
い
た
点
を
考
え
れ
ば
、
単
純
に
警
察
と
軍
隊
の
分
化
を
国
の
内
側
と
外
側
で
は
分
け
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
軍
隊
に
お
い
て
警
察
権
を
有
し
て
い
た
憲
兵
の
存
在
で
あ
る
。
憲
兵
は
軍
事
警
察
だ
け
で
な
く
、
行
政
警
察
や
司
法

警
察
の
機
能
も
担
っ
て
い
た
。
こ
の
存
在
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
警
察
と
軍
隊
の
権
限
や
役
割
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
と
考
え
る
。 

第
四
は
軍
隊
の
対
内
的
機
能
の
体
系
化
で
あ
る
。
軍
隊
が
地
域
に
駐
屯
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
秩
序
を
維
持
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、
軍
隊
が
出
動
す
る
事
態
と
は
如
何
な
る
状
況
だ
っ
た
の
か
。
暴
動
発
生
時
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
主
に
災
害
発
生
時
の
対
応
を
連
続
的
な
視
点
か
ら
見

る
こ
と
で
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
を
検
証
す
る
。
こ
れ
は
従
来
の
議
論
で
空
白
で
あ
っ
た
戦
前
の
軍
隊
の
活
動
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。 

第
五
は
関
東
大
震
災
と
軍
隊
と
の
関
係
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
お
い
て
軍
隊
は
ど
の
よ
う
の
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
後
の
治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
に
如
何
な

る
影
響
を
与
え
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
防
空
問
題
の
浮
上
と
国
民
動
員
、
さ
ら
に
そ
の
組
織
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
軍
隊
自
体
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
争
を
除
け
ば
、
関
東
大
震
災
は
国
内
最
大
の
危
機
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
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つ
ま
り
、
そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
現
在
に
繋
が
る
災
害
教
訓
も
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
問
題
関
心
は
「
虐
殺
」
問
題
の
実

態
解
明
に
あ
っ
た
が
、
軍
隊
の
活
動
を
総
体
的
に
評
価
す
る
た
め
に
も
、
軍
事
の
論
理
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
証
作
業
を
進
め
る
。 

以
上
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
明
治
・
大
正
期
の
軍
隊
の
災
害
対
応
を
中
心
に
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
の
変
化
を
、
軍
事
法
制
の
整
備
や
暴
動
・
災
害
へ
の
対

応
事
例
、
さ
ら
に
他
の
行
政
機
関
と
の
関
係
な
ど
か
ら
検
証
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
軍
隊
の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
近
代
日
本
に
お
け
る
国
内
の

治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。 

 

二 

本
論
の
構
成 

本
論
は
二
部
一
〇
章
と
補
論
二
章
か
ら
構
成
し
て
い
る
。
第
一
部
「
出
兵
制
度
の
成
立
と
展
開
」（
第
一
章
～
第
五
章
）
で
は
、
出
兵
制
度
が
成
立
し
、
社
会

の
中
に
定
着
し
て
い
く
過
程
を
治
安
出
動
と
災
害
出
動
に
分
け
つ
つ
、
師
管
や
衛
戍
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
。
続
く
第
二
部
「
関
東
大
震
災
と

日
本
陸
軍
」（
第
六
章
～
第
一
〇
章
、
補
論
一
、
同
二
）
で
は
、
第
一
部
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る
軍
隊
の
対
応
、
特
に
陸
軍
の

活
動
実
態
を
多
角
的
に
検
討
し
て
い
る
。
各
章
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

第
一
章
「
明
治
維
新
と
治
安
出
動
」
で
は
、
鎮
台
及
び
軍
管
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
治
安
維
持
の
担
い
手
の
変
化
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
維
新
直

後
か
ら
立
憲
体
制
が
確
立
す
る
明
治
二
〇
年
前
後
を
射
程
に
、
文
官
と
武
官
、
警
察
と
軍
隊
、
憲
兵
と
の
権
限
の
違
い
を
意
識
し
な
が
ら
、
出
兵
制
度
の
成
立

過
程
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
軍
事
力
が
地
方
か
ら
中
央
に
移
る
点
や
、
警
察
や
憲
兵
制
度
の
充
実
に
よ
り
国
内
の
治
安
維
持
に
対
す
る
軍
隊
の
役
割
が
低

下
し
た
点
、
憲
兵
の
存
在
が
軍
隊
出
動
す
る
ま
で
の
緩
衝
材
と
な
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 

続
く
第
二
章
「
東
京
衛
戍
地
の
形
成
」
で
は
、
日
本
最
大
の
軍
事
拠
点
で
あ
る
東
京
衛
戍
地
の
警
備
体
制
の
変
遷
を
近
衛
兵
の
存
在
を
中
心
に
追
う
こ
と
で
、

そ
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
五
月
の
師
団
制
採
用
以
降
、
対
外
的
機
能
が
強
ま
る
な
か
、
東
京
の
警
備
体
制
に
お
け
る
軍

隊
の
役
割
は
低
下
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
日
露
戦
後
の
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
で
警
察
の
機
能
が
停
止
す
る
と
、
軍
隊
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
第
一
章
と
第
二
章
を
通
じ
て
、
明
治
初
年
か
ら
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
に
至
る
治
安
出
動
の
展
開
を
解
明
し
た
。 

他
方
、
第
三
章
か
ら
第
五
章
で
は
、
災
害
時
の
軍
隊
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
軍
隊
の
社
会
的
機
能
の
変
化
を
概
観
す
る
。
第
三
章
「
災
害
出
動
制
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度
の
確
立
」
で
は
、
大
規
模
災
害
に
対
す
る
軍
隊
の
対
応
と
、
軍
事
制
度
の
変
化
か
ら
災
害
出
動
制
度
の
確
立
過
程
を
検
討
し
た
。
明
治
初
期
、
軍
隊
が
災
害

か
ら
人
々
を
保
護
す
る
の
は
想
定
外
で
あ
っ
た
が
、
日
露
戦
後
に
国
民
か
ら
軍
隊
の
社
会
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
と
、
陸
軍
省
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
三

月
に
衛
戍
条
例
を
改
正
し
て
軍
隊
の
災
害
出
動
制
度
を
確
立
さ
せ
た
。
そ
し
て
同
年
八
月
の
関
東
大
水
害
で
は
、
関
東
地
方
の
衛
戍
地
を
中
心
に
、
陸
軍
に
よ

る
積
極
的
な
災
害
対
応
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

第
四
章
「
災
害
出
動
制
度
の
展
開
」
で
は
、
第
三
章
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
潟
県
の
高
田
衛
戍
地
を
題
材
に
、
地
域
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
災
害
出
動

制
度
の
展
開
を
追
い
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
災
害
出
動
制
度
の
確
立
当
初
は
、
広
く
地
域
住
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
も
の
の
、
制
度
自
体
が
定
着
し
て
く
る
と
、

地
域
住
民
は
軍
隊
の
災
害
対
応
を
当
然
と
考
え
、
批
判
の
矛
先
を
軍
隊
に
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
消
防
機
関
の
未
発
達
な
地
方
都
市
で
は
、
軍
隊
は

有
力
な
災
害
対
処
機
関
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
災
害
の
鎮
圧
等
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
。 

さ
ら
に
第
五
章
の
「
政
軍
関
係
の
相
克
」
で
は
、「
雪
害
」
と
い
う
特
殊
な
災
害
を
題
材
に
、
軍
隊
の
災
害
対
応
の
限
界
と
、
軍
隊
と
地
域
社
会
の
論
理
の
相

克
を
明
ら
か
に
し
た
。
従
来
の
研
究
は
地
域
や
民
衆
、
他
の
行
政
機
関
に
一
方
的
な
負
担
を
強
い
る
軍
隊
像
、
ま
た
、
軍
人
以
外
の
介
入
を
許
さ
な
い
強
固
な

統
帥
権
像
を
描
い
て
き
た
が
、
本
章
で
は
、
地
域
の
論
理
に
左
右
さ
れ
る
軍
隊
像
を
浮
き
彫
り
に
し
、
軍
事
の
論
理
を
貫
徹
で
き
な
い
状
況
が
軍
隊
所
在
地
の

運
命
を
左
右
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
部
で
は
、
治
安
出
動
と
災
害
出
動
の
両
面
か
ら
軍
隊
の
出
兵
制
度
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
国
内
に
お
け
る
治
安
維
持
の
論
理
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
二
部
で
は
、
関
東
大
震
災
時
の
軍
隊
の
対
応
を
多
角
的
に
検
討
し
た
。 

第
六
章
「
東
京
衛
戍
地
に
お
け
る
災
害
出
動
」
で
は
、
既
述
の
関
東
大
水
害
な
ど
、
関
東
大
震
災
に
連
な
る
東
京
の
警
備
体
制
を
災
害
対
応
の
連
続
性
か
ら

明
ら
か
に
し
た
。
既
存
の
研
究
の
多
く
は
、
関
東
大
震
災
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
分
析
し
、
そ
の
前
後
関
係
は
等
閑
に
付
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
関
東
大
震
災
以

前
の
軍
隊
の
災
害
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
以
後
の
論
点
の
明
確
化
を
試
み
た
。 

続
く
第
七
章
と
第
八
章
で
は
、
近
年
の
研
究
成
果
や
史
料
集
の
刊
行
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
主
に
軍
隊
の
視
点
か
ら
関
東
大
震
災
時
の
対
応
を
分
析
し
た
。

第
七
章
「
陸
軍
の
指
揮
命
令
系
統
」
で
は
、
地
震
発
生
後
の
陸
軍
の
初
動
と
と
も
に
、
軍
事
的
な
観
点
か
ら
関
東
戒
厳
司
令
部
設
置
の
意
義
を
考
察
、
陸
軍
が

円
滑
な
行
動
を
行
う
に
は
、
既
存
の
衛
戍
地
や
師
管
の
枠
組
み
を
越
え
た
新
し
い
枠
組
み
、
戒
厳
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
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以
前
の
災
害
対
応
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
東
大
震
災
が
陸
軍
に
と
っ
て
も
未
曾
有
の
災
害
だ
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
八
章
「
戒
厳
令
の
適
用
と
治
安
維
持
政
策
の
展
開
」
で
は
、
軍
隊
の
活
動
を
大
き
く
規
定
し
た
戒
厳
令
の
適
用
過
程
を
人
々
の
認
識
等
に
も
留
意
し
な
が

ら
検
証
し
、
治
安
維
持
政
策
の
推
移
を
概
観
し
た
。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
所
謂
「
朝
鮮
人
虐
殺
」
の
引
き
金
の
一
つ
と
な
っ
た
戒
厳
令
が
適
用
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
検
証
作
業
を
終
え
て
い
る
が
、
撤
廃
ま
で
の
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
そ
の
意
義
付
を
行
っ
た
。
政
府
は
流
言
を
抑
え
、
人
心
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
戒
厳
令
の
適
用
に
踏
み
切
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災
地
の
混
乱
や
法
令
に
対
す
る
人
々
の
認
識
不
足
か
ら
、
戒
厳
令
の
適
用
は
政
府
の
意
図

と
全
く
反
対
の
方
向
に
作
用
し
、
流
言
の
拡
大
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

第
九
章
「
軍
事
動
員
と
非
罹
災
地
の
動
向
」
で
は
、
被
災
地
か
ら
被
害
を
受
け
て
い
な
い
地
域
に
視
点
を
変
え
、
師
管
の
枠
を
越
え
て
行
わ
れ
た
初
め
て
の

軍
事
動
員
が
地
方
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
関
東
大
震
災
」
と
い
う
巨
大
災
害
の
広
域
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
全
国
規
模

で
行
わ
れ
た
軍
事
動
員
が
流
言
を
伝
え
る
新
聞
報
道
と
相
俟
っ
て
、
被
災
地
の
混
乱
を
地
方
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
点
も
指
摘
し
た
。 

第
一
〇
章
「
横
浜
市
の
警
備
体
制
」
で
は
、
関
東
大
震
災
を
契
機
に
浮
上
し
た
治
安
維
持
の
問
題
に
つ
い
て
軍
事
社
会
史
の
観
点
か
ら
分
析
、
地
域
が
軍
隊

を
抱
え
る
意
義
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
域
が
軍
隊
を
抱
え
る
利
点
は
、
経
済
的
な
文
脈
か
ら
述
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
地
域
の
安
定
を
維
持
す
る
上
で
も
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
が
京
浜
間
の
軍
事
的
空
間
の
再
編
を
促
し
た
点
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災

地
の
人
々
、
特
に
都
市
の
住
民
は
、
危
機
意
識
を
高
め
、
軍
隊
の
存
在
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

加
え
て
、
補
論
一
「
陸
軍
法
務
官
の
活
動
」
で
は
、
法
務
官
の
日
誌
か
ら
陸
軍
法
務
部
の
活
動
を
、
補
論
二
「
関
東
大
震
災
の
記
録
化
」
で
は
、
陸
軍
の
記

録
形
成
の
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
辿
る
こ
と
で
、
十
分
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
軍
隊
の
活
動
を
補
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
部
で
は
、
第
一
部
で
明
ら
か
に
し
た
治
安
出
動
及
び
災
害
出
動
の
展
開
過
程
を
踏
ま
え
た
上
で
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る
軍
隊
の
活

動
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
異
な
り
、
各
種
活
動
の
前
提
と
な
る
軍
事
の
論
理
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
軍
隊
が
直
面
し
た
課
題
や
社
会
的
影
響
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
関
東
大
震
災
で
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
問
題
は
、
宇
垣
軍
縮
後
の
国
内
の
警
備
体
制
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
陸
軍
は

師
管
の
枠
組
み
を
越
え
た
非
常
時
の
軍
事
動
員
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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三 

論
点
の
整
理
と
結
論 

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
軍
隊
に
関
す
る
研
究
は
国
外
に
む
か
う
軍
事
力
、
す
な
わ
ち
軍
隊
の
対
外
的
機
能
に
つ
い
て
の
研
究
が
中
心
で
、
軍
隊

の
対
内
的
機
能
の
検
証
作
業
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
軍
隊
の
存
在
は
近
代
日
本
が
国
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
上
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
最
終
的
な
治
安
維
持
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
暴
動
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生
時
も
同
様

で
、
自
治
体
や
警
察
、
消
防
の
機
能
が
限
界
を
迎
え
た
時
、
頼
る
べ
き
存
在
は
軍
隊
以
外
に
な
か
っ
た
。
軍
隊
は
警
察
や
消
防
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
場
合
、

そ
れ
ら
の
機
能
を
補
う
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
は
近
代
日
本
の
発
展
と
対
外
的
な
政
策
の
中
で
絶
え
ず
変
化
し
て
き
た
。
明
治
維
新
直
後
は
政
府
直
轄
の
軍
隊
は
な
か
っ
た

が
、
後
の
警
察
や
消
防
の
機
能
を
含
め
、
軍
隊
の
担
う
機
能
は
国
内
の
治
安
維
持
全
般
に
わ
た
っ
た
。
し
か
し
、
警
察
や
消
防
、
憲
兵
の
制
度
が
充
実
し
て
い

く
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
は
分
化
し
、
国
内
の
安
定
と
と
も
に
軍
隊
の
機
能
は
国
外
に
む
け
ら
れ
た
。
軍
隊
の
対
内
的
機
能
は
、
戦
争
を
最
終
目
的
と
す
る

対
外
的
機
能
の
前
に
埋
没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
師
団
制
移
行
後
も
軍
隊
の
治
安
維
持
機
能
は
存
続
し
て
お
り
、
表
面
上
、
見
え
難
く
な
っ

た
だ
け
で
、
そ
の
役
割
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
の
は
、
日
露
戦
後
の
時
期
で
、
国
民
は
平
時
の
軍
隊
に
社
会
貢
献
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
の
研
究
は
、
日
比
谷
焼
打
ち

事
件
以
降
、
労
働
争
議
や
米
騒
動
を
鎮
圧
し
て
い
く
軍
隊
の
姿
を
描
い
て
き
た
が
、
同
時
期
、
国
内
で
頻
発
す
る
災
害
に
対
し
て
も
軍
隊
は
積
極
的
に
対
応
し

て
い
た
。
こ
こ
で
軍
隊
は
国
民
の
生
命
や
財
産
を
災
害
の
脅
威
か
ら
守
る
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
山
林
の
開
発
や
都
市
化
の
進
展

と
と
も
に
、
近
代
化
の
歪
み
が
浮
上
し
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
各
地
で
大
規
模
な
水
害
や
火
災
、
雪
害
が
多
発
し
て
い
た
。
災
害
出
動
に
よ
っ
て
軍
隊
は
国
民

の
支
持
を
獲
得
す
る
一
方
、
対
応
を
誤
れ
ば
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
は
逆
の
方
向
へ
と
む
か
っ
た
。
軍
隊
の
任
務
が
拡
大
し
た
こ
と
は
、
同
時
に
国
民
の
視
線
に
よ

っ
て
軍
隊
の
性
格
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
時
と
し
て
軍
事
の
論
理
を
も
曲
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
国
民
と
日
常

的
に
接
す
る
末
端
の
部
隊
は
、
人
々
の
視
線
と
軍
事
の
論
理
と
の
狭
間
で
葛
藤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

軍
隊
の
対
外
的
機
能
は
第
一
次
世
界
大
戦
や
シ
ベ
リ
ア
出
兵
で
発
揮
さ
れ
る
一
方
、
対
内
的
機
能
に
関
し
て
は
、
全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
た
米
騒
動
な
ど
で

発
揮
さ
れ
、
軍
隊
は
国
民
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
各
衛
戍
地
を
中
心
に
災
害
出
動
も
日
常
的
に
展
開
さ
れ
た
が
、
地
域
住
民
と
の
関
係
は
現
状
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維
持
以
上
の
効
果
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
契
機
に
反
軍
思
潮
が
高
揚
、
軍
隊
の
立
場
は
さ
ら
に
厳
し

い
も
の
に
な
っ
た
。
だ
が
、
南
関
東
一
帯
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災
は
、
多
く
の
人
々
に
軍
隊
の
存
在
意
義
を
再
認
識
さ
せ
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
っ
た
。
危
機
に
直
面
し
た
時
、
人
々
は
軍
隊
の
存
在
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍
隊
の
常
駐
を
求
め
た
横
浜
の
動
き
は
そ
の
典
型
と
言
え
る
だ

ろ
う
。「
想
定
外
」
の
災
害
で
あ
っ
た
関
東
大
震
災
は
、
軍
隊
自
体
の
混
乱
を
招
い
た
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
政
策
の
歪
を
露
見
さ
せ
、
さ
ら
に
空
襲
の
問
題
を

人
々
に
突
き
付
け
た
。
そ
の
後
、
陸
軍
は
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
自
ら
の
警
備
計
画
に
活
か
し
て
い
く
。 

こ
の
よ
う
に
明
治
・
大
正
期
の
軍
隊
の
対
内
的
機
能
を
俯
瞰
す
る
と
、
明
治
維
新
以
降
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
に
は
四
つ
の
転
換
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
政
府
直
轄
軍
が
自
立
す
る
西
南
戦
争
前
後
、
第
二
は
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
に
よ
っ
て
国
内
統
治
の
形
が
定
ま
っ
た
明
治
二
〇
年

前
後
、
第
三
は
日
露
戦
争
の
勝
利
で
軍
隊
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
た
明
治
末
期
、
そ
し
て
第
四
は
「
想
定
外
」
の
災
害
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
の
前
後
で
あ
る
。

近
代
日
本
の
軍
隊
に
は
、
創
設
当
初
か
ら
暴
動
鎮
圧
に
関
す
る
機
能
が
あ
っ
た
も
の
の
、
警
察
機
構
の
整
備
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
は
低
下
、
だ
が
、
衛
戍
条
例

の
改
正
で
災
害
対
処
の
機
能
が
明
確
化
さ
れ
、
関
東
大
震
災
の
後
は
衛
戍
地
や
師
管
の
枠
組
み
を
越
え
た
出
動
を
準
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍
隊
は
時
代
の

変
化
に
応
じ
つ
つ
、
対
内
的
機
能
の
中
身
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
大
き
く
見
れ
ば
、
戦
争
を
最
終
目
的
と
す
る
軍
事
の
論
理
、
対
外
的
機

能
と
対
内
的
機
能
の
相
剋
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
平
時
と
戦
時
、
ど
ち
ら
か
の
機
能
の
比
重
を
置
け
ば
、
も
う
一
方
の
機
能
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

さ
て
、
警
察
機
構
の
整
備
以
降
、
一
貫
し
て
い
た
の
は
、
軍
隊
側
が
治
安
維
持
へ
の
関
与
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
隊
教
育
の

遅
延
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
警
察
と
軍
隊
の
役
割
分
担
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
必
要
以
上
に
国
内
の
治
安
維
持
に
関
与
す
る
こ
と
で
、

国
民
の
支
持
を
失
う
こ
と
も
危
惧
し
て
い
た
。
軍
隊
の
活
動
の
長
期
化
は
、
無
用
な
摩
擦
を
生
み
、
軍
隊
へ
の
支
持
が
批
判
に
転
じ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
さ

ら
に
自
治
体
や
警
察
の
権
限
を
奪
う
危
険
性
も
孕
ん
で
お
り
、
軍
隊
側
も
自
制
的
に
動
い
て
い
る
。
軍
隊
の
出
動
は
あ
く
ま
で
も
自
治
体
や
警
察
、
消
防
へ
の

「
応
援
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
諸
機
関
の
権
限
を
尊
重
し
つ
つ
、
補
助
機
関
に
徹
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が
崩
れ
る
の
は
、
行
政
戒
厳
の
場
合
だ
っ
た

が
、
関
東
大
震
災
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず
し
も
軍
隊
側
に
十
分
な
用
意
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
の
研
究
は
昭
和
戦
前
期
を
中

心
に
、
政
治
勢
力
と
し
て
台
頭
し
、
諸
機
関
の
権
限
や
国
民
の
生
活
を
侵
食
し
て
い
く
軍
隊
像
を
描
い
て
き
た
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に

繋
が
る
契
機
と
捉
え
、
震
災
下
で
の
軍
隊
の
権
限
拡
大
を
指
摘
し
て
き
た 

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
後
の
時
代
の
人
間
が
過
去
を
大
き
く
俯
瞰
し
た
見
方
で
あ
ろ
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う
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
軍
隊
は
自
ら
の
権
限
拡
大
に
自
制
的
で
、
他
の
組
織
や
国
民
の
存
在
を
尊
重
し
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
時
と
し
て
社
会

の
要
求
が
貫
徹
す
べ
き
軍
隊
の
論
理
を
破
壊
す
る
場
合
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
軍
隊
は
絶
対
的
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。 

他
方
、
軍
隊
の
駐
屯
は
様
々
な
弊
害
を
生
み
つ
つ
も
、
地
域
の
安
定
を
維
持
す
る
上
で
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
都
市
部
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
中

小
規
模
の
自
治
体
で
も
同
様
で
、
軍
隊
の
災
害
対
応
は
地
域
の
安
定
化
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
常
備
消
防
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
大
多
数
の
地
域
で
は
、
軍
隊

は
有
力
な
災
害
対
処
機
関
と
し
て
機
能
し
た
ほ
か
、
そ
の
出
動
は
大
規
模
な
災
害
を
鎮
圧
す
る
際
の
最
終
的
な
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、

日
本
全
国
に
配
置
さ
れ
た
陸
軍
の
活
動
拠
点
、
衛
戍
地
の
存
在
は
地
域
の
安
定
化
を
促
す
上
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
警
察
の
機
動
隊
や
常
備

の
消
防
隊
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
考
え
れ
ば
、
国
内
の
治
安
維
持
に
お
い
て
軍
隊
が
果
た
し
た
役
割
は
今
日
以
上
に
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

以
上
の
点
を
鑑
み
る
と
、
軍
隊
の
評
価
は
国
家
権
力
の
「
暴
力
装
置
」
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
争
を
最
終
目
的
と
す
る
以
上
、
本
質
の
部
分
で

は
「
暴
力
装
置
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
軍
隊
が
時
と
し
て
国
民
の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
っ
た
点
は
看
過
で
き
な
い
。
国
家
の
実
力
は
軍
隊
を
通
じ
て
体

現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
外
に
対
し
て
は
戦
闘
行
動
、
内
に
対
し
て
は
暴
動
鎮
圧
等
に
む
か
っ
た
も
の
の
、
災
害
時
の
救
護
活
動
に
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
軍
隊
は
使
用
方
法
の
如
何
に
よ
っ
て
、
国
民
を
抑
圧
す
る
機
関
に
も
、
ま
た
、
救
済
す
る
機
関
に
も
成
り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
軍
隊
の

機
能
を
左
右
し
た
の
は
、
軍
隊
を
動
か
す
部
隊
指
揮
官
や
府
県
知
事
の
意
識
は
当
然
だ
が
、
軍
隊
に
対
す
る
国
民
の
眼
差
し
も
ま
た
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
た
。 


